




























小谷眞男「L’Aquila震災リスク裁判論・序説 ---日伊比較法研究の一素材として
---」の訂正・補足（2016/6/13現在） 
 
 
［訂正］ 
p.45 下から 2行目 
（訂正前）古代以来幾多の地震に見舞われてきたの地震を起点として...... 
（訂正後）古代以来幾多の地震に見舞われてきた Abruzzo 州 L’Aquila 市周辺
では、2008 年 12 月 14 日に起きた M 1.8 の地震を起点として...... 
 
 
［補足］ 
2014年 11月の控訴審判決では、ほぼ真逆の結果となった（本文末尾追記参照）。 
2015年 11月 19−20日に破毀院刑事第 4部で上告審審理があり、20日に控訴審
判決を全面的に維持する判決が言い渡された。これで De Bernardinisのみが有
罪、それ以外の 6名の被告人は無罪で確定した。 
上告審公判期日にあわせて L’Aquilaから多数の関係者等が Romaを訪れ、判決
言い渡し後、法廷内外で強い抗議の声を上げた模様。その後も本裁判過程を再

検証する動きが地元では続いている。 
議会では、この裁判に関する両院調査委員会を設置する動きがある。 
他方、本件重大リスク委員会の問題に関して元・災害防護庁長官 G.Bertolaso
の追加的な訴追が決まり、2016年中には公判が開始される予定。 
 
文献中、Luhmann 1991については、2014年末に日本語訳が刊行された。 
文献中、「纐纈・大木 2014［印刷中］」は 2015年にパブリッシュされた。 
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